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「大学病院」

～将来ビジョンに関連する取組～

大学病院

高度医療拠点としての機能
強化と地域医療への貢献

４９

地域連携の基盤に立った拠点機能の強化（バースセンターの県
内配置、手術棟の建設、重粒子線治療施設の導入）

臨床研修体制の強化と自治体等との連携による地域医療人材の
育成

臨床研究と創薬・新医療技術開発の推進
医療情報（電子カルテ）システムの統合
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本学高等研究院と医学部附属病院が協働してゲノム研究棟内に設置した高等研
究院遺伝子検査室が、2021年3月1日付けで登録衛生検査所に認可されました。
本学は、長年にわたり指定難病である副腎白質ジストロフィーとペルオキシ

ソーム病の国内診断拠点として機能してきましたが、研究成果の社会実装を目的
に2019年7月に医学部附属病院検査部に難病検査部門を新設するとともに、ゲノ
ム研究棟内に難病検査室を設置し、さらに今回の高等研究院遺伝子検査室の登録
衛生検査所認可により、全国の医療機関に難病診断を保険診療にて安定して提供
することが可能になりました。
岐阜県では、2021年4月より一般社団法人東海マススクリーニング推進協会主

導の下、岐阜県公衆衛生検査センターと県内産婦人科・新生児医療機関、本学医
学部附属病院小児科の協力により、県内の出生児を対象に副腎白質ジストロ
フィーを含めた7つの疾患を追加した、新たな新生児スクリーニング検査が開始
されています。また愛知県でも、追加スクリーニング検査に副腎白質ジストロ
フィーが新たに加わり、両県で全国に先駆けて副腎白質ジストロフィーの新生児
スクリーニング検査が実施され、陽性と判定された新生児は名古屋大学医学部附
属病院と本学医学部附属病院の小児科を受診し、精密検査は全て本学で行われる
ことになります。
吉田医学部附属病院長、王副学長（研究・産学連携・情報担当）は、「全国難

病患者の診断実績を積み重ねて、社会貢献から大学のプレゼンス向上に寄与する
ことを期待しています。」と激励しました。
引き続き、全国の対象難病患者の早期診断から疾患克服に取り組むとともに、

学内における新たな診断法開発等の研究成果の臨床実装にも協力していきます。

岐阜大学高等研究院遺伝子検査室が
登録衛生検査所に認可

【概要】

５０

集合写真
（左から）吉田医学部附属病院長、高島ゲノム研究分野助教、

下澤ゲノム研究分野長、渡邉検査部副部長、
王副学長（研究・産学連携・情報担当）、
田中科学研究基盤センター長
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【メディア掲載】

岐阜大学高等研究院遺伝子検査室が登録衛生検査所に認可

掲載日 新聞社名 内容

2021/5/18 岐阜

新生児の希少疾患追加検査 県内の受検率44% 動画
で啓発、順調な滑り出し
～「東海マススクリーニング推進協会」理事長・下澤伸
行教授 ～
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オンライン実習「岐阜大学病院バーチャル見学」を開催

【概要】

５２

医学部医学科では、1年生前期に必須科目である「初期体験実習」が実施され、
地域の医療・教育・保健・福祉等の施設で毎年実習を行っています。

令和3年６月17日（木）、オンラインシステムを使用して、講義室と岐阜大学
病院内（救急領域）をリアルタイムで中継し、施設内の様子を見学したり、ジン
バルを利用したスマートフォン等で動きのある中継を試みました。そして、医療
スタッフとコミュニケーションをとる実習を行いました。

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2021/6/18 岐阜
岐阜大、中継で救命実習 医療の道，学びは止めない
～ 医学部医学科１年生、医学部附属病院高次救命治療
センター 熊田恵介医師 ～

2021/6/18 中日
救命現場 画面越し見学 岐阜大医学部生 将来へ意識
高める ～ 医学部医学科１年生、医学部附属病院高次
救命治療センター 熊田恵介医師 ～

【テレビ等放送】

放送日等 番組名 内容

2020/7/7
CCN

地上デジタル12ch
「エリアトピックス」

オンライン実習「岐阜大学病院バーチャル
見学」の様子を紹介
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令和3年9月23日（木）に岐阜大学医学部附属病院アレルギーセンターでは、第
3回市民公開講座を行い、講演１は当院小児科の水谷有希医師が「アトピー性皮
膚炎治療の最前線」、講演２は当院小児科の川本典生医師が「こどもの食物アレ
ルギーアップデート」のテーマでそれぞれ講演をしました。
初のオンライン開催であったため、岐阜市内のみならず飛騨や中濃、西濃、ま

た関西など県外からも予約があり、合計103名に参加いただきました。遠方の方
にも参加いただけたことがオンライン開催のメリットと考えています。

アレルギーセンター市民公開講座を開催

【概要】
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講師の先生方
（左から）
大西秀典センター長、川本典生医師、水谷有希医師

【メディア掲載】

掲載日 新聞社名 内容

2021/9/29 岐阜
最新治療 アップデートを 岐阜大病院オンライン講座
～ 医学部附属病院アレルギーセンター 大西秀典 セ
ンター長 ～
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令和3年11月1日（月）、本院に「岐阜県難聴児支援センター」が設置され、開
所式が行われました。

本センターは難聴児のお子さんに対し保健・医療・福祉・教育の各分野の関係
機関と関わり合いながら、新生児期から学齢期までの一貫した支援を行うことを
目的として岐阜県と共同して本院に設置されました。

開所式で、古田岐阜県知事は「岐阜大学とは９つ目の連携となる。このセン
ターで新生児から学齢期まで一貫した支援で寄り添い、障がいをもつ方に対する
岐阜県のやさしさを象徴する場としたい」，吉田病院長は「全国的にも数少ない
センターである。新生児期から学齢期の難聴児・家族の窓口となり、早期に診断
し、言語領域において遅滞ない発育を支援していきたい」と挨拶がありました。

今後も当院は地域に密着し、医療を通じた社会貢献を一層すすめて参ります。

岐阜県難聴児支援センター開所式を開催

【概要】
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開所式の様子

掲載日 新聞社名 内容

2021/9/29 岐阜
最新治療 アップデートを 岐阜大病院オンライン講座
～ 医学部附属病院アレルギーセンター 大西秀典 セ
ンター長 ～

【メディア掲載】

センター内の様子
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令和3年12月23日（木），株式会社電算システムから本院に寄附金及びインタラ
クティブサイネージの寄贈があり、これ対して本院から感謝の意を込めて贈呈式
を行いました。

贈呈式では株式会社電算システムの宮地代表取締役会長執行役員から「岐阜大
学病院に何かの形で貢献したいという思いから自社のサイネージを贈呈した。患
者さんに対してサイネージを利用して岐阜大学病院のＰＲをしていただき、喜ん
でいただきたい」と述べ、吉田病院長は「いただいた新しいサイネージを最大限
活用させていただき、サイネージが患者さんの憩いの場になればうれしい」と述
べました。

寄贈されたインタラクティブサイネージは当院１階イベントホールに設置して
おります。実際に画面に触れることなく、指を近づけることで知りたい情報のア
イコンを選択することができたり、患者さんの目線に応じてアイコン位置が移動
するなど様々な機能を有しています。

今後、当院ではこのサイネージを活用して患者サービスの向上を図ります。

インタラクティブサイネージ贈呈式を実施

【概要】
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贈呈式の様子

掲載日 新聞社名 内容

2021/12/24 中日
岐阜大病院に電子看板 電算システムが感染防止に寄贈
～ 医学部附属病院 吉田和弘 病院長 ～

2021/12/26 朝日
岐阜大病院に「対話式電子看板」設置 岐阜市のIT会社
寄贈 画面触れずに情報取得
～ 医学部附属病院 吉田和弘 病院長 ～

【メディア掲載】

インタラクティブサイネージ
を操作する吉田病院長
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附属病院栄養管理室が日本病態栄養学会年次学術集会
レシピコンテストで入賞

【概要】

５６

令和4年1月30日（日）、本院栄養管理室が日本病態栄養学会年次学術集会レシ
ピコンテストにおいて審査員特別賞を受賞しました。

本レシピコンテストのテーマは、「with コロナで見直す 600kcal 大満足メ
ニュー」で、栄養管理室からは『いつものカレーを本格的に』というレシピを投
稿しました。

コロナ禍でおうち時間が増えるなかで、普段はカレールウのみで簡単に作って
しまうカレーライスですが、ひと手間加え、カレールウとスパイスを組み合わせ
て作ることで本格的なカレーをご自宅でも楽しむことができます。また、スパイ
スが持つ様々な効能について興味を持ち、日々の暮らしにアクセントをつけてい
ただきたいと思いました。

栄養管理室では、病院食に行事食や特別メニューの日を設け、入院中の患者さ
んが安心安全な食事を楽しみながら召し上がっていただけるようにしています。

いつものカレーを本格的に

※ レシピは、栄養管理室ホームページ withコロナで見直す600kcal大満足メニュー
でご覧いただけます。

https://www.hosp.gifu-u.ac.jp/origin/nutrition/recipes/2022/02/10/post-31.html
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岐阜大学医学部附属病院手術棟竣工式を実施

【概要】

５７

令和４年３月６日（日）、手術棟竣工式を行いました。
竣工式では関係者によるテープカットが行われた後、吉田附属病院長から挨拶があり

ました。
吉田病院長は「既存の手術室に加え、５つの新しい手術室が増えることで患者さんが

スムーズに手術を受けられるようになり、岐阜県の医療にさらに貢献することができるよ
うになった」と述べました。

新手術棟内は、最新鋭の血管造影装置を備えたハイブリッド手術室や、手術支援ロ

ボット「ダヴィンチ」を使用できる手術室、ナビゲーション手術ができる陰圧手術室等を有
し、これまで以上に高度で先進的な医療の提供が可能となります。

テープカットの様子

新手術棟の様子


